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ながら 地下室の手記 を再読すると こんどは両作品の重なり合わない面が浮かび上がってくる またド
ストエフスキ研究者の間では キャッチャインザライ の源泉は むしろ同じドストエフスキ
の 未成年 や カラマゾフの兄弟 であるとの議論がある ファストの行っている比較自体が 地下
室の手記を実存主義の祖と考える +31*年代的な文学的思潮のなかで可能であったという観もある文学研
究が様変わりしてしまった今 両作品を読み比べする行為は間テクスト性 脱構築といった概念を呼び込ま
ずにはおかない そして キャッチャインザライ と 地下室の手記 は似ているか	 という問い
は間テクスト性の網の目の中でちりぢりに分解してしまうであろう
キワド : ドストエフスキ サリンジャ 間テクスト性 ロシア文学
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,**,年 ++月 ,0日の朝日新聞は作家の村上春樹が J.D.























は 地下室の手記 ではなく むしろ同じドストエフス
キの 未成年 ではないのか というものであった 事







論ではその方向は取らない カラマゾフの兄弟 や ド
ストエフスキの作品の中でも論ずることのきわめて難し





しろ キャッチャインザライ を足がかりに 地
下室の手記 の読み方をあらためて確認したいという点に
ある ということだ ファスト論文を導きとして +20.
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作家は カフカ フロベル トルストイ チェホフ
ドストエフスキ プルスト オケイシ リルケ ロ
































































































が ぼく という語り手のなかにおのれ自身を代入し 一
人称の語りの中に私的自己を流し込むこれはナボコフの
警告にも関わらず頻繁に起こっていることのように思われ
る そして それこそが 他ならぬ ライ麦畑でつかまえ
て の我が国における受容のされ方ではないのか 野崎孝
の旧訳では漢字表記ではあるが 僕 が用いられ これは
そのまま村上訳へと引き継がれている 上野の批判を念頭






る みなさん の心理の先を読みながら そこにすり寄っ






ような 地下室 を読んで 衝撃 を受けたと称する読
者 に警告しさえするのだが 一方で 中村自身が 自分
の共感を手がかりに書物の面白さをはっきりさせたいと思
う読者 であることは表明している+/
















を言うなら キャッチャインザライ とて 負け
ず劣らず危険な書物なのである 知られているように





の夢 	ライ麦畑のキャッチャ になること を大幅に誤
読したあげくに犯行に及んだのだ+1 ブレスラはレノン
殺しに関するあれこれの通説を退け 独特の陰謀説を唱え






この本を まやかしものに対する十字軍 と 評している
大人の世界にはびこっている偽善を見て 絶望に近い状態
まで追いこまれるホルデンという人物は 英米両国の無





本論では ドストエフスキ 地下室の手記 からの引
用は江川卓訳 地下室の手記 	+303年 新潮社 新潮文
庫 により 単に 地下室の手記 と記し頁数を示す 同
様にサリンジャ キャッチャインザライ から
の引用は村上春樹訳 キャッチャインザライ 	白































いう点である ファストは 地下室の手記 から長い引
用をおこなっている

























いする反抗である phonyは にせの まやかしの いん
ちきの うそくさい いかがわしい をあらわす形容詞で



























り続ける しかし +32*年 長い隠棲から音楽界に復帰した
レノンは マッカトニ顔負けのプロモションを展開
して新作を売ろうとする レノンは無垢な存在から
phony インチキ野郎 へと変わりつつある ライ麦畑の
断崖から転落しかかっている レノンの無垢を守らなけれ


























がわざと意識して 自分のために有害な 愚かなこと い
や 愚にもつかぬことを望む場合だって たしかにあるの















地下室人はホルデンが phony インチキ野郎 を非難
するように人間を非難しているのではない 彼にあって
は 無垢な子供が成長し 俗塵にまみれて phony インチ













前提とする 極端な病的偏差を 人間 の範疇の埒外に放
逐する 一九世紀的人間観への反逆となっている 地下室






























れば それでいいのさ 地下室の手記	 +2,頁
無垢の素顔をあらわにして 地下室人の胸へ飛び込んで
こようとするリザに向かって投げつけられるこの言葉




























































































ある しかし キャッチャインザライ のなかに
は全文が引かれているわけではない ホルデンコル
フィルドはニュヨクの街角で六歳ぐらいの男の子






















































下室の手記 +-.頁 そりゃ みなが 結婚で幸福にな




ていくのはいいものだよ ところが ここはどうだ ある
ものといえば悪臭だけじゃないかちぇっ	 地下
室の手記 +-/+-0頁ネクラソフの最後の二行 江川


































































































































ることだろう そして 何よりやりきれないのは こうし
たいっさいがじつにみじめたらしくて 非文学的で 月並




















































































の闘争なのだ 佐藤信夫によれば 我は 意味への二種
類の不満 を持っている 一つの不満は 自然科学者達が
抱くような ことばは油断するとあいまいになってしま




















がいけないんだから そりゃ どんな虫けらだって ぼく








gadkij, samyj smewnoj, samyj melohnoj, samyj
glupyj, samyj zavistlivyj と最上級をつらねた自己
規定は 度を超した自己否定の身振りであるが どのよう






をつなげ そりゃ どんな虫けらだって ぼくよりすこし
もましなことはないさ といったん留保する そしてその























だ 地下室の手記 /頁	 と語り出しながらも 自分が
高い知能を持った人間であることも随所でほのめかす
一方のホルデンはどうであろうか 彼は学校に適応し
ない問題児だが 英語 国語	 の成績だけは抜群で 文学
や音楽 演劇 映画についても一家言を有する 彼は小さ
なサンドイッチバで二人の尼と出会い そのうちの一



















にさえなれなかったか という点である 真面目な話 ぼ
くはこれまでに何度虫けらになりたいと思ったかしれな
い しかし ぼくはそれにすら値しない人間だった 地





















ファストは主張する ホルデンの you と同様












まい訳となっている 一方 村上春樹の新訳はこの you	
































































だ いったい人間の利益とやらは 完全に 正確に計算さ
































ンザライ を 地下室の手記 サルトル 嘔吐 カ









キャッチャインザライ と 地下室の手記 を比
較するという作業自体が可能であったという感もある
冒頭で述べたとおり 源泉探しという点では 同じドス
トエフスキの 未成年 を キャッチャインザ
梅村62
ライ の源泉とするのがロシア文学者のあいだでは一般












ゲリックは 未成年 と キャッチャインザラ
イ のテマ的形式的共通点を何点もに渡って列挙して
いる 都市を彷徨する青年の一人称の回想という形式はた

















く 論ずることのきわめて難しい 未成年 の特質 他の
ドストエフスキ作品との比較では同じような明瞭さで見




























イ 23頁 確かに ぼくは現代の知的人間にふさわしく
病的なまでに知能が発達していた ところが やつらとき
たらどいつもこいつも鈍感でしかもまるで羊の群のよ






















を 同時に行っているのだ	.1 これは キャッチャイ
ンザライ 読解が 未成年 よりむしろ 地下室の手
記 と関わりを持っている点と言えるだろう また 本論
の冒頭で問題にした人間観の面でも 両作品が接近する点
がある 水晶宮の建設に参加することを拒否して地下室人
はこう言う だが いまのところは ぼくもまだ生きてい
るし 欲望も持っている となれば たとえこの手が腐っ
たって そんな広大なアパトのために 煉瓦一つ運んで



























































































































肩書きであり 使命であり 履歴でさえある 	
地下室の
手記 ,2,3頁地下室人は 赤ぶどう酒の通だというこ






































































室の手記 は似ているか と問うことから出発した この
問いは 実はあまり適切な問いではない それは解釈のレ
ベルを変化させれば + とても似ている , やや似てい















































ザライ と 地下室の手記 を比較するという着想自体
は筆者の創意によるものではなく 従来の比較型研究者
であるファストのものだという事実は否定すべくもな
い また アメリカ文学者からは キャッチャイン
ザライ をもう少し精読してはどうかという声が出るだ
ろう そしてロシア文学の立場から キャッチャイ
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Dostoyevsky’s “Notes from Underground” and
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Summary : The aim of this study is to examine Lilian Furst’s +312 thesis “Dostoyevsky’s Notes from
Underground and Salinger’s The Catcher in the Rye”. It seems somewhat misleanding to compare
Salinger’s The Catcher in the Rye and Dostoyevsky’s Notes from Underground since the source of
Salinger’s novel is said, among students of Russian literature, to be Dostoyevsky’s other novel A Raw
Youth. There also exists an argument that Brothers Karamazov had a decisive inﬂuence on The Catcher
in the Rye. However, it is no meaningless practice to re-read Notes from Underground in the light of
Salinger’s work since it reveals strikingly disparate aspects between the two novels as well as
plausible parallels suggested by Furst. Citing Nekrasov’s poem in which a prostitute with an innocent
soul is rescued by the humanitarian narrator, Dostoyevsky inverts its implication. In Dostoyevsky’s
novel, the Underground Man fails to act as a savior of the prostitute Liza and even humiliates her. His
ineptitude to be humane can be explained by using a phrase from Furst’s thesis and the title of
Salinger’s novel : since life is “a paradoxical labyrinth” rather than “a structured system”, one cannot
be a “catcher in the rye”. Thus, juxtaposing the two novels from entirely di#erent historical and
geographical backgrounds, we can experience an intertextual reading in which a chronological
hierarchy, i.e., an inﬂuence, counts much less than it does in traditional comparative literary studies.
Key words : Dostoyevsky, Salinger, intertextuality, Russian literature
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